
1 / 2 

設置遊具イメージ(上)サイバーホイール 
         (下)エアトラック 

ライブラリコーナー 

≪報道発表≫ 
 

 
 
 

株式会社ボーネルンド 

 民間企業と連携し自由な遊び環境と子育て支援の場を提供 
青森県初！五所川原市の人気商業施設に屋内あそび場をプロデュース 

～あそびと子育て支援を両立し「地域コミュニティの核となるあそび場」へ～ 
 

子どもの健全な成長に寄与することを目的に、教育玩具の輸入・開発・販売とあそび環境開発を行う株式

会社ボーネルンド（本社：東京都渋谷区、代表取締役社長：中西弘子）は、青森県五所川原市の人気商業

施設「ELM」内に 6 月 21 日(金)にオープンする親子の屋内あそび場「子どもといっしょ すくすくーる」

をプロデュースしました。青森県内で屋内あそび場づくりに取り組むのは、当社初の試みとなります。 

ボーネルンドはあそび道具と環境を提供する事業を展開しており、全身を使って多様なあそび体験ができる親子の

室内あそび場「キドキド」を各地に運営しています。室内あそび場「キドキド」は子ども自身の高い満足度などからリ

ピーターも多く、2012 年は年間 180 万人を超える親子にご来場いただいており、子育てに必須な施設として全国の

親子に支持されています。「キドキド」運営で培った、あそび環境創出のノウハウをぜひ活かせないかと、五所川原

街づくり株式会社より依頼を受け、同社が運営する五所川原市の商業施設「ELM」内の屋内あそび場「子どもとい

っしょ すくすくーる」を環境づくりだけでなく、スタッフの研修も含めて総合プロデュースしました。子どもの成長に欠

かせない、発達段階や様々な興味に応じたあそびを提案できる当社が、地域の子どもたちの健全な成長をあそび

を通してサポートします。 
 
「子どもといっしょ すくすくーる」 プロデュースの背景と特徴  

 自由で充実したあそび環境を提供 
  近年、公園では「ボール遊び禁止」「大声で叫ばない」など禁止事項が

設けられていたり、少子化で近所に遊び相手がいないなど、子どもたち

が自由に遊べる環境が減少しており、特に地方では自動車移動が多い

ため、子どもたちの運動不足が懸念されています。また、豪雪地帯の五

所川原市では、冬は大雪に見舞われるため、屋外で遊ぶこと自体が困

難な状況にあります。こうした状況を受けて五所川原市の商業施設

「ELM」では、2013 年の改装に際して新しいライフスタイルを積極的に提

案することを決め、中でも地域の「子育て」に着目。ELM 側の「親子の健

やかな生活環境作りに寄与したい」という考えがボーネルンドと一致し、

季節や天候に左右されない、子どもたちが思いっきり遊べるあそび空間

プロデュースに至りました。多彩な身体動作を引き出しデザイン性にも

優れたあそび道具を多数導入し、創意工夫に満ちた遊び環境を提供し

ます。生後 6 ヶ月から 12 歳までのお子様が入場対象のため、同年代の

ほか異年齢のお子様とも遊びながら自然に触れ合うことができます。    
 親同士のコミュニケーションや情報交換を通し子育て支援の場を提供 

昨今の核家族化にともない、地域コミュニティのつながりも希薄化し、

一人で不安や悩みを抱えながら子育てをする母親も少なくありません。

そこで、当あそび場では、ベビーコーナーに子どもの絵本を豊富に揃え

たライブラリコーナーのほか、様々な子育てに関する催しを開催できる

イベントスペースを設置しました。ここでは「NPO 法人子どもネットワー

クすてっぷ」が親に向けたイベントを定期的に開催し、訪れた親同士で

気軽にコミュニケーションがとれ、子育てに関する情報の受発信ができ

る場として、あそび場を活用していきます。        

2013 年 6 月 18 日（火） 
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 「地域コミュニティの核となるあそび場」へ 
「子どもといっしょ すくすくーる」は、初めて出会った子どもたちが遊びを通して自然と友達になり、お母さん同士

にも会話が生まれ、人と人との輪が自然に広がるようデザインされています。地域の人々が気軽に集い、子育て

の情報交換を行うなど、あそび場が地域の人と人とをつなぐ、「地域コミュニティの核となるあそび場」となることを

目指します。 
 

当社では、子どものあそび場づくりが子育ての現代的課題に対する解決策の一つになると考えており、子

育てを支援するためには、あそび場を「社会に必須のインフラのひとつ」まで高めていくことが必要だと

考えています。行政や教育機関に限らず、今回のように民間企業との協働によるあそび場づくりの取り組

みを、今後も全国に広げていくことを目指しています。 
 
 
■ 所 在 地 〒037-0004 青森県五所川原市大字唐笠柳字藤巻 517‐1 ELM ショッピングセンター 2F 

■ 施 設 面 積 約 80 坪 

■ 対 象 年 齢 6 ヶ月～12 歳までのお子様（大人も子ども一緒に遊べます） 
■ 利 用 料 金 子ども（6 ヶ月～12 歳）ひとり 400 円／30 分、以降 100 円／10 分 

 大人ひとり 100 円（利用時間不問） 
  ※必ず保護者同伴でご利用ください。 
  ※フリーパスの料金プランもございます。 

■ 営 業 時 間 10：00～18：00（受付 17：30 まで） 
■ 営業開始日 2013 年 6 月 21 日(金) 
■ 電 話 番 号 0173-26-7550 

■ 施設内イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【ボーネルンドについて】 
ボーネルンドは、あそびを通して子どもの健全な成長に寄与するため 1981 年に設立し、一貫して“あそびの道具と環境”を提供する事
業を展開。一般家庭へ向け、子どもの成長に必要な生活道具としての“あそび道具”を提案、全国 89 ヵ所で店舗を展開しています。同
時に幼稚園や保育園、公園などに高品質な大型遊具や教育道具の提供を含めたあそび環境の開発を行っており、現在までに手掛
けた実績は国内約 3 万ヵ所まで拡大しています。また、2004 年からは、子どもが遊ぶ機会を増やすために、親子一緒に様々なあそび
を体験できる室内あそび場「キドキド」事業をスタート。現在全国 17 箇所、年間 182 万人の親子が訪れています。 
 
 

「子どもといっしょ すくすくーる」概要         

≪報道関係の方のお問い合わせ先≫ 

株式会社ボーネルンド 広報室 

担 当：讃井、村上 

T E L：03-5785-0860 / 080-5901-3591 

E-mail：sanui@bornelund.co.jp 

株式会社プラップジャパン 

担 当：古澤、五味渕、山口 

T E L：03-4580-9104 

E-mail：bornelund@ml.prap.co.jp 

≪一般の方のお問い合わせ先（ご掲載用）≫ 

株式会社ボーネルンド   TEL：0120-358-518 


